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放射性セシウムやストロンチウムの除去を目的とした吸着剤開発に取り組んでいる。具体的に

はケイ酸カルシウム化合物のトバモライトあるいは結晶性ケイチタン酸ナトリウムといった無機

イオン交換体に機能性を付与することを目的としている。トバモライト系吸着剤では天然ゼオ

ライトよりも高いイオン交換容量と迅速なセシウムイオン吸着性を示し、さらに磁石による回収

も可能となった。一方、結晶性ケイチタン酸ナトリウム系吸着剤ではセシウムについては10000

以上、ストロンチウムについては1000以上の分配係数を持つ同時吸着剤の開発に至った。そ

の他の吸着剤としてヒ素用の吸着剤についても取り組んでいる。

酸化チタンと炭酸ナトリウムから簡単な方法で合成できるチタン酸ナトリウムと各種ケイ酸ナトリウムを原料としてチタノシリケートを合成している。こ

のため、高価なアルコキシドの試薬を用いる必要もなく、チタンの研磨工場で発生するチタンダストを用いることでも合成は可能である。また、有

機系バインダーを一切使用しないので、放射性物質の崩壊熱によるガス発生の危険性も低減できる。

放射性セシウムやストロンチウムを含んだ汚染水の処理、原子炉火災における消火剤、原子炉建屋の壁材
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